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研究成果の概要（和文）：牛の育成では超早期母子分離が慣行化しているが、他動物種では、生後間もない時期に母親
のケアがないことは、大きなマイナス要因と考えられている。本研究では、母親のケアの中で大きな要素であるグルー
ミングの代替として擬似グルーミング装置を開発し、特許出願した。子牛は、生後間もない時期から装置を継続的に利
用したことから(1日あたりの平均利用時間は25.3分)、子牛の装置利用に対する強い欲求が示され、母親のケアの代替
である本装置の有効性が示唆された。群編入後3ヶ月間では、装置を利用した雄で、おそらくは社会的ストレスによる
と考えられる増体の抑制が緩和された。

研究成果の概要（英文）：The early maternal deprivation has long-lasting negative effects on growth and 
behavioral development in several animal species. Though early cow-calf separation has become popular in 
dairy and even in beef industry, people are less concerned about the negative effect. We have developed a 
mechanical brush, an automatic rotating brush, for calf as an alternative for mother's grooming 
(patent-pending) and examined its effects on calves' growth and behavior.
The calves continuously utilized the brush until grouping. The average utilization time per 1 day was 
25.3 min. Although the daily weight gains during 3 months after group introduction were not different in 
female, male calves using the brush gained more weight than control suggesting its appeasing effect for 
social stress. These data suggest a strong motivation of calves for the usage of the mechanical brush, 
further research is needed to investigate possible benefits of this device.

研究分野： 農学
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１．研究開始当初の背景 
現在、我が国の乳用牛飼養管理方式では、分
娩後すぐの搾乳と発情回帰の早期化のため
に子牛は娩出後直ちに母牛から分離される。
3-4 ヶ月間母牛と同居させるのが一般的であ
る黒毛和種繁殖経営でも、繁殖率向上や子牛
生育の斉一化を狙って早期母子分離が試み
られてきている。この早期母子分離は哺乳類
の成育上、きわめて特異的な環境である。初
生時に母親のケアがないと成長後に高スト
レス感受性、攻撃性の増加、社会適応性の低
下等の悪影響がもたらされることがヒト、サ
ル、齧歯類等では明らかになっている。ウシ
においても希薄な母子間接触が子牛の神経
発達ひいては行動発達に悪影響を及ぼして
いる可能性は否定できないが、この点に着目
した研究はこれまでにない。 
初生時の神経発達、中枢の組織化にはオキシ
トシンが関わっていると考えられている。母
親のケアが手厚い子供では脳内でオキシト
シン受容体が増加することが明らかになっ
ており、オキシトシンがオキシトシンニュー
ロン自体の成熟や増加を自己制御している
ことからも、母親のケアが行動発達に与える
影響はオキシトシンを介している可能性が
高い。 
中枢における主なオキシトシンの働きはス
トレス反応の抑制と、社会的親和関係の形成
である。申請者は、ウシにおいて脳内でのス
トレス反応のブレーキ役にはオキシトシン
の働きが重要であることを明らかにしてき
た。また生後 2 週齢で、血漿中オキシトシン
濃度が高い個体ほど新奇環境（オープンフィ
ールドテスト）に対する探査欲求が低いこと
も明らかになった。さらに、初生時（生後 1,2 
週齢）の安静時血漿中オキシトシン濃度 
には大きな個体差があり、生後 6 週齢におけ
る牛群編入後2 週間の増体量や生後10 ヶ月
齢における社会行動特性との関連を示すデ
ー タ も 得 ら れ て い る （ unpublished 
observation）。このように、母親のケアがな
い現行飼育管理下のウシにおいて、おそらく
は先天的要因で決定された初生時血漿中オ
キシトシン濃度の個体差が成長後の行動形
質に及ぼす影響については十分なデータが
得られてきており、この状態にプラスアルフ
ァとして与えられる「母親のケアの効果」を
解明する準備が整った。 
 
２．研究の目的 
乳用牛では生後直後の母子分離が慣行化し
ている。一方、肉用牛でも今後早期母子分離
方式を検討する農家が増えることが予想さ
れる。このため、母親のケアの代わりになる
ような新たな飼養管理方式の開発につなげ
る観点から以下の研究を行う。 
1)母親のケアの代わりになるような愛撫処理
を考案する。 
2)考案した愛撫処理の有無が、血漿中オキシ
トシン濃度および行動発達、生産性に及ぼす

影響を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)母牛の子牛に対するケアの中でも大きな
要素と考えられるグルーミング、すなわち子
牛の体を舐めてやる行動の代替として、子牛
が満足するまでブラシを持続的に回転させ
ることができる省スペース・易作動性のスイ
ッチ機構を有した自動回転ブラシ装置であ
る子牛の擬似グルーミング装置を開発した。 
 
(2)ホルスタイン種 10 頭（ブラシ群 5頭、対
照群 5頭）について、装置の利用性と増体重
および行動特性を調査した。 
 
(3) 茨城県常陸太田市のK牧場で出生した黒
毛和種子牛 16 頭（雌雄それぞれ 8 頭）を供
試した。出生後 1から 3日で、擬似グルーミ
ング装置を設置したカーフハッチ（ブラシ
群：雌 4頭、雄 5頭）か、装置未設置のカー
フハッチ（対照群：雌 4頭、雄 3頭）に供試
子牛を収容した。給餌は朝夕２回、２～３ℓ
の代用乳に加え、濃厚飼料及び乾草を給与し
た。生後 87 から 150 日齢（平均 119 日齢）
で、フリーバーンに移動し、6から 10 頭の雌
雄混合の群れで飼育した。1 日あたりのブラ
シ回転数を試験期間中連続で記録した。また、
生後 2ヶ月および群編入後 3ヶ月の体重を測
定し、生後 2ヶ月間の日増体重および群編入
後3ヶ月間の日増体重を対照群とブラシ群で
比較した。 
 
４．研究成果 
(1)図 1 のような、省スペース・易作動性の
スイッチ機構を有した子牛の擬似グルーミ
ング装置を開発した。 

 
(2) ホルスタイン種雌牛 5頭の 1日あたりの
装置利用時間の推移を図 2に示した。生後間
もない時期から装置を利用し始め、群編入ま
での期間の平均では 1 日あたり 15.3 分の利
用時間であった。このように装置を安定的に
利用したことは、子牛の装置利用に対する強
い欲求を示している。おそらくは、体への物
理的刺激を求めての利用と考えられること
から、母親のグルーミングの代替として考案
した本装置の有効性を裏付けるデータと考
えられる。生後 45 間、群編入後 3 ヶ月間お



よび生後 10 ヶ月間の平均日増体重にはブラ
シ群と対照群で有意な差は認められなかっ
た(表 1)。また、生後 1 ヶ月齢で飼育ペン内
に提示された新奇物を装置使用の牛は有意
に早く探査し始め、有意に長い間探査を行っ
た（P < 0.05: マン・ホイットニーU検定）(図
3)。 

 
(3) ブラシ群 9頭の 1日あたりの装置利用時
間の推移を図 4に示した。生後間もない時期
から装置を利用し始め、群編入までの期間の
平均では 1 日あたり 25.9 分の利用時間であ
った。このように装置を安定的に利用したこ

とは、子牛の装置利用に対する強い欲求を示
している。おそらくは、体への物理的刺激を
求めての利用と考えられることから、母親の
グルーミングの代替として考案した本装置
の有効性を裏付けるデータと考えられる。 

生後 2ヶ月間の日増体重は、雄で 0.50±0.19 
VS 0.44±0.07、雌で 0.40±0.08 VS 0.47±
0.02 (平均値±標準偏差，いずれも対照群 VS
ブラシ群)であり、雌雄ともに統計的な差は
認められなかった。一方、群編入後 3ヶ月間
の日増体重は、雄で 0.18±0.11 VS 0.74±
0.24、雌で 0.48±0.33 VS 0.52±0.11  (平
均値±標準偏差，いずれも対照群 VS ブラシ
群)であり、雌では統計的な差は認められな
かったが、雄ではブラシ群で有意に日増体重
が多かった（p<0.01）(表 2)。雄では、対照
群において 1頭が、群内での社会的闘争が原
因と思われる体重停滞が原因で、群編入後 49
日目に単飼に一旦戻す事例が観察された。雌
では、対照群において、1 頭が群編入後 1 ヶ
月で病死した。生後 10 ヶ月間の平均日増体

図4 黒毛和種における1日あたりのブラ
シ利用時間の推移 
平均値+SD (n = 9, 4 females and 5 males). 
 図 2 ホルスタイン種における1日あたり

のブラシ利用時間の推移 
平均値+SD (n = 5, 5 females). 
 

Control Brusing device p
Mean 0.63 0.68 0.410
SD 0.06 0.13

Mean 0.98 0.97 0.910
SD 0.09 0.13

Mean 0.80 0.89 0.130
SD 0.08 0.09

Female

During 45 days
after birth

During 3 months
after grouping

During 10 months
after birth

Female

Female  

表１ ホルスタイン種の各期間における日増体重 (kg/day)

p: Student's t-test によるP-値

図 3 ホルスタイン種雌子牛における飼育
ペン内に提示された新奇物に対する反応
（平均値+標準誤差）各群 5 頭ずつ供試。
新奇物の提示は 10 分間行った。 
＊：P < 0.05 で対照群との間に有意差あ
り（マン・ホイットニーU検定） 

Control Brusing device p

Mean 0.44 0.45 0.856

SD 0.13 0.05

Mean 0.50 0.44 0.634

SD 0.19 0.07

Mean 0.40 0.47 0.163

SD 0.08 0.02

Mean 0.44 0.64 0.135

SD 0.27 0.22

Mean 0.18  *1 0.74 0.004

SD 0.11 0.24

Mean 0.48  *2 0.52 0.852

SD 0.33 0.11

Mean 0.52 0.63 0.293

SD 0.24 0.09

Mean 0.58 0.67 0.246

SD 0.08 0.09

Mean 0.48 0.59 0.554

SD 0.32 0.07

During 10 months
after grouping

Total

Male

Female

During 2 months
after birth

Total

Male

Female

During 3 months
after grouping

Total

Male 

Female  

表2 黒毛和種の各期間における日増体重 (kg/day)

p: Student's t-test によるP-値
*1: 1 頭の雄子牛は群飼後49日目に単飼に戻した
*2: 1 頭の雌牛は群飼後約1ヶ月で、消化器疾患のため死亡した



重は、雄で 0.58±0.08 VS 0.67±0.09、雌で
0.48±0.32 VS 0.59±0.07 (平均値±標準偏
差，いずれも対照群 VS ブラシ群)であり、雌
雄ともに統計的な差は認められなかった。 
 
本研究では、自動回転ブラシの利用によって、
雄において、単飼から群飼への移行時の増体
抑制が解消されたことが明らかとなった。今
後、要因解析のための追加試験が必要である
が、自動回転ブラシの利用、すなわち母親の
グルーミングに似た物理的刺激を受けるこ
とによって、子牛の行動発達に好影響を及ぼ
し、群編入時の社会的ストレッサーに適応で
きたために増体重が維持されたのではない
かと推測している。 
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